
トチノキの空洞に入って記念撮影（歩け歩こう大会）

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/

発　行 下北山村役場
奈良県吉野郡下北山村大字寺垣内983番地

㈹07468－6－0001

〒639-3803

令和２年10月31日現在

前年同月比
（－
（－
（－
（－

29）
7）
22）
　17）

人　口
男
女
世帯数

863人
398人
465人
542戸

先月比
6）
1）
5）
3）

（－
（－
（－
（－

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

髙

　野

　美
榮
子 

さ
ん
（
佐

　田
）

十
月
二
十
七
日 

逝
去

　　

享
年
七
十
三
才

田

　室

　尚

　代 

さ
ん
（
寺
垣
内
）

十
一
月
七
日 

逝
去

　　

享
年
五
十
八
才

大

　橋

　き
み
子 

さ
ん
（
浦

　向
）

十
一
月
十
二
日 

逝
去

　　

享
年
九
十
才

井

　奥

　康

　正 

さ
ん
（
下
池
原
）

十
一
月
十
九
日 

逝
去

　　

享
年
六
十
七
才

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

　
　
　
　
　
　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に

　
　
　
　
　ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

奈
良
市
（
11
月
11
日
）

的

　場

　
　
　茂

　さ
ん

　好天に恵まれた11月8日（日）、教
育委員会とスポーツ推進委員会主催
による「歩け歩こう大会」が開催され、
スタッフを含む22名が参加しました。
　今回は、前鬼不動七重の滝遊歩
道及び前鬼小仲坊からトチノキ巨樹群
までのコースです。
　不動七重の滝遊歩道では約１時間
の道のりを歩き、滝見台から不動七重
の滝の水しぶきや瀑音を間近に感じる
ことができました。
　小仲坊で昼食をとった後は世界遺
産大峯奥駈道の石畳や山道を歩き、
トチノキ巨樹群を目指しました。到着
後は、トチノキ巨樹群を散策したり、
樹齢数百年のトチノキと記念撮影をし
たりと皆さん思い思いに過ごされていま
した。

｢歩け歩こう大会｣不動七重の滝遊歩道を歩く
きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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　10月31日から11月１日までの2日間、保育所体育館にて第43回文化展が開催され、
2日間で270名の方々が作品鑑賞に訪れました。
　今年の文化展は、出展者数は213名で昨年度と比べて98名減少しましたが、出展
総数は845点と108点増加しました。新型コロナウイルス感染症の影響下ではありま
したが、非常に多くのご出展があり、1日には公民館で実施しているリフレッシュ太
鼓教室生による発表が行われ、会場を賑わせてくれました。
　会場に展示されていた絵画・書道・工作・写真・歴史資料の一部をご紹介します。

第43回文化展開催
芸術の秋　文化にふれ文化に親しむ
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子
ど
も
た
ち
が
音
楽
と

豊
か
に
関
わ
る

　

村
の
子
ど
も
た
ち
が
、
生
活
や
社
会

の
中
の
音
楽
と
豊
か
に
関
わ
り
、
楽
し

く
音
楽
表
現
や
鑑
賞
す
る
力
を
伸
ば
し

て
ほ
し
い
と
い
う
想
い
で
、
老
朽
化
し

て
い
た
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を
新
し
く
し

ま
し
た
。
そ
の
経
費
に
充
て
ら
れ
た
の

は
、
全
国
の
皆
さ
ま
か
ら
の
応
援
で
あ

る
、「
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
」
で
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
？

　

自
分
の
選
ん
だ
自
治
体
に
寄
附
（
ふ

る
さ
と
納
税
）
を
行
っ
た
場
合
に
、
確

定
申
告
を
す
る
こ
と
で
寄
附
額
の
う
ち

２
，
０
０
０
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い

て
所
得
税
と
住
民
税
か
ら
原
則
と
し
て

全
額
が
控
除
さ
れ
る
仕
組
み
で
す
。（
一

定
の
上
限
あ
り
）
ま
た
、
お
礼
品
と
し

て
、
寄
附
先
の
自
治
体
か
ら
特
産
品
な

ど
が
も
ら
え
る
制
度
で
す
。
地
方
で
生

ま
れ
育
ち
都
会
に
出
た
方
が
、
税
制
を

通
じ
て
、
ふ
る
さ
と
へ
貢
献
す
る
仕
組

み
と
し
て
、
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
人
が
下
北
山
村
に

寄
附
を
し
て
い
る
の
？

　
「
私
が
小
学
生
の
頃
、
山
村
留
学
で

下
北
山
村
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
３
年
前
く
ら
い
か
ら
周
り
の
影
響

で
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
す
る
よ
う
に
な

り
、
寄
附
を
す
る
な
ら
下
北
山
村
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。」
そ
う
答
え
て
く
れ

た
の
は
、
東
大
阪
市
に
お
住
ま
い
の
寄

附
者
の
方
。

　
「
お
米
や
お
酒
な
ど
の
返
礼
品
は
魅

力
的
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
下
北
山
村

の
力
に
な
り
た
い
な
と
思
い
寄
附
を
し

て
い
ま
す
。
本
当
は
返
礼
品
も
い
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
地
元
業
者

さ
ん
の
売
り
上
げ
に
も
繋
が
る
な
ら
と

あ
り
が
た
く
頂
い
て
い
ま
す
。」

　

こ
れ
か
ら
も
全
国
の
方
々
か
ら
の
ふ

る
さ
と
納
税
寄
附
金
を
村
の
未
来
を
創

る
た
め
に
有
効
に
活
用
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

＼全国の皆さまからの応援をカタチにさせていただきました／＼全国の皆さまからの応援をカタチにさせていただきました／

保・小・中合同校舎のグランドピアノを新設保・小・中合同校舎のグランドピアノを新設

↑新しくなったグランドピアノ

令和元年度までに「教育または文化の振興に関す
る事業」に寄せられた寄附金7,035,000円のうち
2,211,110円を導入費用として活用させていただ
きました。
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令
和
二
年
十
一
月
三
日
、
池
神
社
に

て
、
秋
乃
大
御
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、各
地
区
の
当
年
度
祷
屋（
と

う
や
）
と
明
年
度
祷
屋
が
こ
の
日
に
引

き
継
ぎ
を
行
い
ま
し
た
。

　

祷
屋
制
度
と
は
、
各
地
区
か
ら
一
名

が
選
ば
れ
、
毎
月
一
日
、
十
五
日
に
池

神
社
に
お
参
り
に
行
き
、
池
神
社
の
お

祭
り
に
は
、
お
餅
や
お
酒
を
お
供
え
し
、

地
区
の
人
々
の
安
全
や
無
事
を
お
祈
り

し
ま
す
。

大
切
に
引
き
継
が
れ
て
き
た
制
度

　

村
に
暮
ら
す
若
い
世
代
に
は
、
想
像

が
つ
か
な
い
昔
の
祷
屋
の
様
子
を
池
峰

地
区
の
下
村
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

　
「
昔
の
祷
屋
は
、
本
当
に
名
誉
な
こ

と
で
立
候
補
し
て
も
選
ば
れ
な
い
時
代

が
あ
っ
た
み
た
い
で
す
。
祷
屋
を
も
つ

と
自
宅
の
畳
を
変
え
た
り
、
ト
イ
レ
を

直
し
た
り
し
た
み
た
い
で
す
ね
。
三
十

年
～
四
十
年
前
は
、
池
神
社
の
お
祭
り

の
時
は
、
学
校
が
休
み
に
な
っ
て
大
勢

の
子
ど
も
や
大
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
私
が
祷
屋
を
務
め
た
と
き
は
、
自

宅
で
引
き
継
ぎ
を
し
て
、
30
人
ぐ
ら
い

で
お
祝
い
を
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

一
年
間
を
何
事
も
な
く
無
事
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
た
時
は
ほ
っ
と
し
ま
し

た
。」

祷
屋
制
度
の
見
直
し

　

続
け
て
下
村
さ
ん
は
話
し
ま
す
。「
昭

和
五
十
九
年
八
月
に
、
村
の
人
口
減
少

等
の
事
情
が
あ
り
祷
屋
制
度
の
見
直
し

が
総
代
会
で
協
議
さ
れ
ま
し
た
。
各
区

統
一
す
る
こ
と
は
望
ま
し
い
で
す
が
、

各
区
の
実
情
に
立
っ
て
、
適
切
な
方
法

で
祷
屋
の
祝
い
を
簡
素
化
す
る
こ
と
や
、

男
の
子
の
お
稚
児
さ
ん
が
い
な
い
場
合
、

特集 Vol.5

毎年、11月3日に池神社にて秋乃大御祭が行われ、祷屋（とうや）
の引き継ぎが行われます。昔から引き継がれている祷屋とは一体？
今月の特集はその一部を紹介します。

「池神社　祷屋」

―池神社のはじまり―

　その昔、池之峯（現在は池
峰）という地に「ヌシが棲む
神秘の池」として村人に畏れ
られている池がある。この評
判を聞いた役行者がこの幽玄
な湖を見て、深くその霊気に
うたれ、この地に神社を開い
たとされています。池神社は、
前鬼を除く下北山村全体の氏
神として、祀られています。

↑池神社の管理をされている
　下村勇さん

↑煌びやかな装束のお稚児さんたち ↑池原区の祷屋とお稚児さん
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女
の
子
の
お
稚
児
さ
ん
を
認
め
る
。
と

い
っ
た
事
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
村
の

人
口
が
減
る
と
、
制
度
の
維
持
が
難
し

く
な
る
こ
と
も
あ
り
、
池
神
社
の
管
理

や
お
祭
り
の
準
備
も
大
変
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
村
民
の
方
々
や
総
代

の
方
が
協
力
し
て
く
れ
る
こ
と
で
、
助

か
っ
て
い
ま
す
。」

こ
れ
か
ら

　
「
信
仰
の
あ
り
方
は
そ
れ
ぞ
れ
で
違

う
と
思
い
ま
す
が
、
村
全
体
の
氏
神
で

あ
る
池
神
社
を
村
の
人
々
で
守
り
、
引

き
継
が
れ
て
き
た
祷
屋
制
度
が
、
今
後

も
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い
っ
て
く
れ

た
ら
嬉
し
い
で
す
。」

　

祷
屋
制
度
の
歴
史
に
つ
い
て
、
歴
史

民
俗
資
料
館
の
巽
館
長
に
お
話
し
を
伺

い
ま
し
た
。

祷
屋
制
度
の
歴
史

　
「
か
つ
て
祭
り
の
主
宰
者
が
政
治
上

の
権
力
も
持
つ
「
祭
政
一
致
」
が
主
流

で
し
た
。
現
代
の
よ
う
に
、
祭
り
と
政

治
が
分
離
し
た
の
は
、
村
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
し
た
江
戸
時
代
初
の
代
官
、

小
野
宗
左
衛
門
に
よ
る
指
導
が
き
っ
か

け
と
思
わ
れ
ま
す
。
祭
政
分
離
後
は
、

祭
り
を
組
織
す
る
宮
座
が
、
祭
り
の
中

心
と
な
っ
て
物
事
を
果
た
す
祷
屋
を
決

め
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

秋
乃
大
御
祭
は
収
穫
へ
の
感
謝
と
、
厳

し
い
仕
事
の
合
間
に
百
姓
の
労
を
ね
ぎ

ら
っ
た
り
、
娯
楽
の
少
な
か
っ
た
時
代

の
楽
し
み
と
し
て
受
け
継
が
れ
、
人
々

に
と
っ
て
次
の
仕
事
へ
の
意
欲
に
も

な
っ
て
い
ま
し
た
。
小
学
校
に
上
が
る

前
に
稚
児
に
な
っ
た
こ
と
を
よ
く
覚
え

て
い
て
、
祷
屋
に
な
る
こ
と
は
非
常
に

名
誉
あ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

昔
は
、
長
男
で
経
済
的
負
担
に
耐
え
ら

れ
る
家
が
選
ば
れ
、
希
望
者
が
多
け
れ

ば
く
じ
引
き
で
決
め
て
い
ま
し
た
。
か

つ
て
稚
児
は
「
精
進
殿
（
し
ょ
う
じ
ど

の
）」
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
祭
り
の
主

役
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。」

祷
屋
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て

　
「
池
神
社
は
昔
か
ら
、
村
に
と
っ
て

精
神
的
な
拠
り
所
と
し
て
大
切
に
守
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
そ
の

時
の
人
が
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
時
代

の
流
れ
に
沿
い
な
が
ら
変
化
し
、
祷
屋

制
度
を
受
け
継
い
で
い
っ
て
ほ
し
い
で

す
。」

↑お米を砂糖で炊いた「一夜づくり」

↑歴史民俗資料館の館長を務める巽正文さん

↑池神社

↓今年は神輿がありませんでしたが、秋乃大御祭の見どころの一つです。
　（平成26年の様子）

↑奈良県最大の自然湖である明神池
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見事優勝された　本よりゑさん

　
県
内
の
数
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
中
か

ら
、
16
団
体
が
知
事
表
彰
を
受
け
、
そ

の
中
に
池
峰
老
人
ク
ラ
ブ
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　
表
彰
理
由
は
、
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
の

活
動
を
活
発
に
行
い
、
高
齢
者
福
祉
の

向
上
に
努
め
た
と
さ
れ
、
他
の
団
体
の

模
範
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
池
峰
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
で
あ
る
平

井
さ
ん
は
、
県
庁
で
表
彰
を
受
け
る
予

定
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な

り
、
村
長
よ
り
伝
達
し
て
頂
き
ま
し
た
。

池
峰
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
様
、
本
当

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
下
北
山
村
杉
岡
華
邨
記
念
館
が
、
10

月
３
日
の
開
館
か
ら
一
カ
月
が
経
過
し
、

来
館
者
は
８
０
０
人
を
超
え
、
多
く
の

お
客
様
に
ご
来
館
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ご
来
館
い
た
だ
い
た
方
の
中
に
は
「
杉

岡
先
生
の
書
斎
を
下
北
山
で
見
る
こ
と

が
で
き
て
感
激
で
す
。」「
す
ば
ら
し
い

記
念
館
に
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
嬉
し

く
思
い
ま
す
。」
等
、
温
か
い
お
言
葉
を

多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
ご
来
館
い
た
だ
い
た
お
客

様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
魅
力

的
な
記
念
館
に
な
る
よ
う
工
夫
し
て
い

き
ま
す
。

　
ご
来
館
の
際
に
は
感
想
ノ
ー
ト
を
用

意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
感
想
を
ご
記

入
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

池
峰
老
人
ク
ラ
ブ
に

　
奈
良
県
知
事
よ
り

　
　
　
　
表
彰
状
の
贈
呈

下
北
山
村
杉
岡
華
邨
記
念
館

開
館
か
ら
一
カ
月
が
経
ち
ま
し
た

　快晴の下、秋季高齢者グラウンドゴルフ大会が、10月14日（水）、スポーツ公
園人工芝グラウンドで開催されました。
　今回、村内の高齢者49名が参加され、２コースの計16ホールで技を競い合い
ました。
　結果は、　本よりゑさんが見事優勝されました。
スコアーは1回目20、2回目23、合計43でした。
　おめでとうございました。

なお、上位入賞者は次の方々です。

優　勝　　　本　よりゑ
準優勝　　田中　進
三　位　　西岡　主次

令和2年度秋季高齢者グラウンドゴルフ大会
　本よりゑさんが優勝!

今月号の協力隊のつぶやきは
岡が担当します。協力隊のつぶやき協力隊のつぶやき その88

　みなさんこんにちは。地域おこし協力隊の岡です。今年は新型コロナウイルスの影響で、村内の様々

な行事が中止になりました。そんな中、先日朝市で「小さな秋の収穫祭」というイベントがありました。

みなさまご存知かとは思いますが、11月は上北山村、下北山村、北山村の３村で行われる「三村フェ

スタ」が開催されており、その一環として企画されたものでした。マスク着用でのご参加ではありまし

たが、いつも以上に多くの方々と交流ができて非常に嬉しく思いました。今年はコロナウイルスの影響

で多くの行事が中止となりましたが、来年こそは沢山の行事を通じて、村の皆さんとの交流を深めて行

ければと思っています。今後とも皆様、どうぞよろしくお願い致します。
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見事優勝された　本よりゑさん

　
県
内
の
数
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る
老
人
ク
ラ
ブ
の
中
か

ら
、
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団
体
が
知
事
表
彰
を
受
け
、
そ

の
中
に
池
峰
老
人
ク
ラ
ブ
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　
表
彰
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ブ
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り
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り
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し
て
頂
き
ま
し
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。
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岡
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し
、

来
館
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０
０
人
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え
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の
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客
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来
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だ
い
て
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ま
す
。
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た
だ
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生
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北
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こ
と

が
で
き
て
感
激
で
す
。」「
す
ば
ら
し
い

記
念
館
に
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
嬉
し

く
思
い
ま
す
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た
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し
た
。
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ま
す
。
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　今回、村内の高齢者49名が参加され、２コースの計16ホールで技を競い合い
ました。
　結果は、　本よりゑさんが見事優勝されました。
スコアーは1回目20、2回目23、合計43でした。
　おめでとうございました。

なお、上位入賞者は次の方々です。
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準優勝　　田中　進
三　位　　西岡　主次

令和2年度秋季高齢者グラウンドゴルフ大会
　本よりゑさんが優勝!

今月号の協力隊のつぶやきは
岡が担当します。協力隊のつぶやき協力隊のつぶやき その88

　みなさんこんにちは。地域おこし協力隊の岡です。今年は新型コロナウイルスの影響で、村内の様々

な行事が中止になりました。そんな中、先日朝市で「小さな秋の収穫祭」というイベントがありました。
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で多くの行事が中止となりましたが、来年こそは沢山の行事を通じて、村の皆さんとの交流を深めて行
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７．職員の研修状況

職員に高度な専門知識、技術等を取得されるため職員を研修機関などへ派遣し、研修を実施させています。

平成31年度の受講者数は次のとおりです。

研　修　名 人数 研　修　先

新規採用職員研修 ３人 奈良県市町村職員研修センター

係長研修 １人 奈良県市町村職員研修センター

イベント向上研修 １人 奈良県市町村職員研修センター

情報発信能力向上研修 １人 奈良県市町村職員研修センター

区　分 給料月額 期末手当（H31年度） 区　分 報酬月額 期末手当（H30年度）

給料

村　長 660,000円 ６月期　1.675月
12月期　1.725月

計 3.4月
報酬

議　長 210,000円 ６月期　1.575月
12月期　1.775月

計 3.35月
副村長 565,000円 副議長 170,000円

教育長 515,000円 議　員 160,000円

５．特別職の報酬等の状況（Ｒ２年４月１日現在）

期末手当 ２．６月分

勤勉手当 １．９月分

⑶期末手当・勤勉手当（H31年度）

※職制上の段階、職務の級等による加算措置があります。

年度
部門

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年 令和２年
過去５年間
の増減数

一般行政 29 30 32 33 32 30 1

教　　　育 8 7 6 7 7 5 △ 3

公営企業等 7 6 5 5 5 5 △ 2

合　　　計 44 43 43 45 44 40 △ 4

⑶職員数の推移（各年４月１日現在　単位：人）

※各年における定員管理調査において、報告した部門別職員数です。
※常勤の教育長については、法律の改正により平成27年４月１日から特別職の身分を有することとなったため、平成28年度に実施した調

査から対象外となります。

６．職員数の状況

⑴部門別職員数の状況と主な増減理由（各年 4月 1日現在）

区　　分 職 員 数 対前年
増加数部　　門 H31年 R２年

一
般
行
政
部
門

議　　会
総務企画
税　　務
民　　生
衛　　生
農林水産
商　　工
土　　木

1
9
2
8
4
2
4
2

1
8
1
10
2
2
4
2

0
△ 1
△ 1

2
△ 2

0
0
0

小　　計 32 30 △ 2

特別行政部門 教　　育 7 5 △ 2

普通会計計 39 35 △ 4

公営企業等
会計部門

病　　院
水　　道
そ の 他

3
0
2

3
0
2

0
0
0

小　　計 5 5 0

合　　計 44 40 △ 4

区　　分
職員数
（人）

構成割合
（％）

20歳未満 0 0.0

20歳～23歳 3 7.5

24歳～27歳 4 10.0

28歳～31歳 3 7.5

32歳～35歳 3 7.5

36歳～39歳 6 15.0

40歳～43歳 4 10.0

44歳～47歳 3 7.5

48歳～51歳 5 12.5

52歳～55歳 5 12.5

56歳～59歳 2 5.0

60歳以上 2 5.0

計 40 100.0

※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有します。
　休職者、派遣職員などを含み、臨時職員又は非常勤職員を除いています。

⑵年齢別職員数の状況（H31年４月１日現在）
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区　分
住民基本台帳人口

（31年度末）
歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費比率（B）/（A）

30年度の
人件費比率（参考）

31年度 877人 2,515,446千円 96,698千円 172,128千円 6.8% 10.8%

１．総括

⑴人件費の状況（普通会計決算）

区　分 平均年齢 平均給料月額

一般行政職 39.0歳 267,906円

技能労務職 61.4歳 259,050円

区　分 下北山村 国

一　般
行政職

大学卒 182,200円 182,200円

高校卒 150,600円 150,600円

３．職員の平均給料月額、初任給等の状況（Ｒ 2 年 4 月 1 日現在）

⑴平均年齢、平均給料月額および平均給与月例 ⑵初任給の状況

区　分 職員数（A）
給　　与　　費 一人当たり給与費

（B）/（A）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

31年度 39人 112,722千円 17,506千円 41,900千円 172,128千円 4,414千円

⑵職員給与費の状況（普通会計決算）

※職員手当てには退職手当を含みません。
※職員数は、平成31年４月１日現在の人数です。

下北山村 90.4

全国町村平均 96.3

⑶ラスパイレス指数の状況（Ｈ31年４月１日現在）

※ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の一般行政職の給料月額を同一の基準で比較するため、国の職員数（構成）を用
いて、学歴や経験年数の差による影響を補正し、国の行政俸給表（一）適用職員の俸給月額を100として計算した指数です。

区　分 1級 2級 3級 4級 5級 計

標準的な
職務内容

主 事 補 主　　事
主　　査
係　　長
課長補佐

主　　幹
課　　長

課　　長

職員数 9 8 6 5 1 29

構成比 31.0% 27.6% 20.7% 17.2% 3.5% 100%

２．一般行政職の級別職員数等の状況（Ｒ２年４月１日現在）

※下北山村の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

区　分
経験年数

10年～15年
経験年数

15年～20年
経験年数

20年～25年
経験年数

25年～30年

一　般
行政職

大学卒 251,700円 ― 324,000円 348,900円

高校卒 ― ※ ― ―

技能労務職 ― ― ― ―

⑶職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

※該当者がいない欄については「－」としています。
※対象となる職員が１人の場合は、個人の特定を避けるため、記入していません。

区　分 内容および支給単価（月額）

扶養手当

配偶者：6,500円

１人につき　子：10,000円　父母：6,500円

満16歳の年度初～満22歳の年度末までの子　5,000円加算

住居手当

借家、借間居住者

支給対象額　16,000円を超える額

最高支給額　28,000円

通勤手当

交通機関利用者：55,000円以下

交通用具使用者：31,600円以下　

２km以上で５kmごとに13段階の区分

支給率 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 16.669月 24.586月

勤続25年 28.039月 33.270月

勤続35年 39.757月 47.709月

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
（２～45％加算）

１人当たり
平均支給額

― 10,365千円

４．職員手当の状況
※国に準じて支給しています。

⑴諸手当（Ｒ 2年 4月 1日現在） ⑵退職手当（Ｒ 2年 4月 1日現在）

※退職手当の１人当たり平均支給額は、個人の特定を避
けるため、直近２年間で退職した全職員種に係る職員
に支給された退職手当の平均額です。

下北山村では、村職員の給与などの状況を知っていただくために、その概要を公表します。

＊一般会計の職員及び技能労務職について記述したもので、特別会計は含まれません。

下北山村職員の給与などの概要
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年
末
年
始
に
注
意
し
て
ほ
し
い
こ
と
が

あ
り
ま
す

☆
防
犯
対
策
を
し
っ
か
り

　年
末
年
始
は
誰
し
も
気
持
ち
よ
く
過

ご
し
た
い
も
の
で
す
が
、「
〇
〇
市
で

強
盗
被
害
が
あ
り
ま
し
た
、〇
〇
町
で

空
き
巣
被
害
が
あ
り
ま
し
た
」
等
の

ニ
ュ
ー
ス
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
犯
罪

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
次
の
こ
と

を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

•
自
宅
の
戸
締
り
を
確
実
に
す
る

•
現
金
や
貴
金
属
類
は
人
目
に
つ
か
な

い
場
所
へ

•
不
審
な
人
物

や
、
不
審
車

両
を
見
か
け

た
ら
警
察
に

通
報
す
る

駐在さん通信駐在さん通信

☆
火
の
始
末
は
確
実
に

　暖
を
取
る
た
め
の
ス
ト
ー
ブ
等
の
火

や
、
料
理
に
使
う
コ
ン
ロ
の
火
、
タ
バ

コ
（
寝
タ
バ
コ
）
の
火
等
、
火
の
始
末

に
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

特
殊
詐
欺
被
害
増
加

　幸
い
に
も
下
北
山
村
で
の
被
害
は
、

今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
不
審
な

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
と
度
々
耳
に
し

ま
す
の
で
、
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

•
身
に
覚
え
の
な
い
電
話
は
相
手
に
し

な
い

•
少
し
で
も
「
お
か
し
い
」「
変
だ
」

と
思
え
ば
相
談
、
す
ぐ
に
連
絡

交
通
事
故
に
遭
遇
し
な
い
よ
う
に
注
意

し
ま
し
ょ
う

　仕
事
の
総
仕
上
げ
や
、
年
末
年
始
の

準
備
等
、
公
私
と
も
に
忙
し
く
な
る
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　自
動
車
や
バ
イ
ク
の
運
転
に
際
し
て

は
、
時
間
や
気
持
ち
に
余
裕
を
持
っ
た

運
転
を
心
掛
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　急
い
で
い
て
も
、
焦
っ
て
い
て
も
、

ひ
と
た
び
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
た
時
に
は

「
落
ち
着
い
た
安
全
運
転
」
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　ま
た
、
年
末
に
な
れ
ば
飲
酒
の
機
会

も
増
え
て
き
ま
す
。「
飲
ん
だ
ら
乗
ら

な
い
、
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
」
の
心
構

え
で
、飲
酒
運
転
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
設
置
を
検
討

し
て
く
だ
さ
い

　テ
レ
ビ
等
で
「
あ
お
り
運
転
」
の
行

動
を
録
画
し
て
い
る
映
像
が
流
れ
て
い

る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　こ
れ
は
、
車
に
設
置
さ
れ
た
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
で
録
画
さ
れ
た
映
像
で

す
。　事

故
が
あ
っ
た
時
に
自
分
が
「
安
全

運
転
」
を
し
て
い
た
証
拠
に
な
り
、
最

近
県
下
で
発
生
し
て
い
る
「
当
た
り
屋

被
害
」
を
確
認
す
る
上
で
の
証
拠
と
な

る
こ
と
か
ら
、
設
置
を
検
討
し
て
く
だ

さ
い
。

奈
良
県
警
察
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
ご
案
内

　奈
良
県
警
察
で
は
、犯
罪
被
害
防
止
・

交
通
事
故
防
止
等
小
さ
い
お
子
様
か
ら

ご
高
齢
の
方
ま
で
、
ご
自
宅
で
、
少
し

の
時
間
で
ポ
イ
ン
ト
が
分
か
り
や
す
い

動
画
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　奈
良
県
警
察
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
も
検

索
で
き
ま
す
が
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
簡
単

に
奈
良
県
警
察
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
が
閲

覧
で
き
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
】

　そ
の
他
、
奈
良
県
警
察
の
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
！

【
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
】

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】
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た
い

た
た
か

わ
た
し

さ
さ

ひ
と

へ
ん

な
か

　昨年に引き続き前鬼くんの宝探しイベントを開催しま
す。
　今回はオンライン開催で、謎解きに答えてオリジナル
グッズをゲットしよう！
　詳しい参加方法は下のQRコードを読み取って特設
ページをご覧いただくか、下北山村のホームページをご
覧ください。

開催期間：令和2年12月24日（木）10：00～
　　　　　令和3年2月28日（日）18：00
参 加 費：無料
開催場所：オンライン

　下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
と
下
北

山
村
教
育
委
員
会
の
共
催
に
よ
る

「
北
山
水
系
の
ダ
ム
と
実
利
行
者

と
大
峯
奥
駈
道 

写
真
展
・
パ
ネ

ル
展
」
が
き
な
り
館
大
広
間
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
方
が

来
場
さ
れ
、
写
真
を
見
な
が
ら
昔

の
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し

た
。　こ

れ
を
機
に
、
ダ
ム
や
実
利
行

者
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

た
い
へ
ん

た
い

さ
さ

し
ゃ
か
い

あ せ
つ

ほ
ん
と
う

か
ん

つ
た

し
ゃ

き

も

北
山
水
系
の
ダ
ム
と

実
利
行
者
と
大
峯
奥
駈
道

写
真
展
・
パ
ネ
ル
展
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
！
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トチノキの空洞に入って記念撮影（歩け歩こう大会）

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/

発　行 下北山村役場
奈良県吉野郡下北山村大字寺垣内983番地

㈹07468－6－0001

〒639-3803

令和２年10月31日現在

前年同月比
（－
（－
（－
（－

29）
7）
22）
　17）

人　口
男
女
世帯数

863人
398人
465人
542戸

先月比
6）
1）
5）
3）

（－
（－
（－
（－

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

髙

　野

　美
榮
子 

さ
ん
（
佐

　田
）

十
月
二
十
七
日 

逝
去

　　

享
年
七
十
三
才

田

　室

　尚

　代 

さ
ん
（
寺
垣
内
）

十
一
月
七
日 

逝
去

　　

享
年
五
十
八
才

大

　橋

　き
み
子 

さ
ん
（
浦

　向
）

十
一
月
十
二
日 

逝
去

　　

享
年
九
十
才

井

　奥

　康

　正 

さ
ん
（
下
池
原
）

十
一
月
十
九
日 

逝
去

　　

享
年
六
十
七
才

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

　
　
　
　
　
　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に

　
　
　
　
　ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

奈
良
市
（
11
月
11
日
）

的

　場

　
　
　茂

　さ
ん

　好天に恵まれた11月8日（日）、教
育委員会とスポーツ推進委員会主催
による「歩け歩こう大会」が開催され、
スタッフを含む22名が参加しました。
　今回は、前鬼不動七重の滝遊歩
道及び前鬼小仲坊からトチノキ巨樹群
までのコースです。
　不動七重の滝遊歩道では約１時間
の道のりを歩き、滝見台から不動七重
の滝の水しぶきや瀑音を間近に感じる
ことができました。
　小仲坊で昼食をとった後は世界遺
産大峯奥駈道の石畳や山道を歩き、
トチノキ巨樹群を目指しました。到着
後は、トチノキ巨樹群を散策したり、
樹齢数百年のトチノキと記念撮影をし
たりと皆さん思い思いに過ごされていま
した。

｢歩け歩こう大会｣不動七重の滝遊歩道を歩く
きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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